
マ ル チ ン人 体 計 測器 に依 る身 体 各 位 の計 測 値 と,

Rohrer値,及 び,フ リッ カ ー一値 に つ い て(第2報)

野村 晶子

目的

第1報 で,マ ルチ ン人体計測器 を使 って,最 近3年 間 にわ たる女子短大生の発育値と,

Rohrer値,及 び,過 去10年 間 の これ らの推移 につ いて報告 したので(1982年 報値),今

回 は,フ リッカー値 も加えて報告す る。

方法

(1)対象 は女子短大生89名(フ リッカ ー値 は88名)で ある。(2)計 測器 はマルチ ン人体計

測器 と栄研式皮下脂肪計を使用 した。又,フ リッカ ーは柴 田化学器機 工業K.K双 眼 式

使用 した。(3)計測部位 は第 ユ報の とうりで,人 体 の基礎で ある骨 か ら骨 へ と精密 に,各

部位 をマ ジックイ ンクで チェ ック し,紙 細紐 で位置 を固定 し計測 したb(4糊 日は昭和57

年12月 に計 測 した。

結果及び考察

身体各部位の発育値 及びRohrer値,フ リッカー値 は表1に 示す とうりであ る。

身長 は平均値 は ユ58.Ocm(S・D=2.20)で,S.57年 報値 よ りやや伸 びてい る(0.6

cm)o

体重 は平均値 は50.5kg(S・D=5.58)で,S.57年 報値よ り幾分低 い傾 向を示 した

(0.3kg減 少)

胸囲 は平均値81.4cm(S・D=3.93)で,S.57年 報値 よりわずかながら低 い(0.6cm)

胴囲は平均値6ユ.1cm(S・D=29.3)で,S。57年 報値 より幾分減少 してい る(1.1cm)

腰囲は平 均値87.4cm(S・D=4.02)で,S.57年 報値 よ り0.2cm減 少 してい る。

背肩幅 は平均値39.5cm(S・D-2.63)で,S.57年 報値よ りわずか1.1cm広 くな っ

て いる。

背幅は平均値34.7cm(S・D=4.20)で,S.57年 報値 より1.2cm広 くな る傾 向を

み た。

胸幅 は平 均値37.6cmで(S・D=4.55)で,S.57年 報値よ り4.Ocm広 くな ってい

る。
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(第1表)身 体 各 部 位 の計 測 値 及 びRohrer値,フ リ ッカ ー値(1983年 報) ,

l

No.

計 測 年 度

計 測

部 位

(cm)

i
1983年 報 値(N=89) 、1982年 報 値(N=171)

き

1
Total x S・D

i

Total XJS・D

1 身 長 14,065.2 158.0 2.20 26,927.2 157.44.3。

2 鉢 厘(kg) 4,495.4 50.5 5.58 8,703.3 1 5.65

3 胸 囲 7,245.2 81.4 3.93 13>988.3 ! 3.73

4 胴 囲 5,439.6 61.1 2.93 10,645.5 62.2 3.73

5 ・腰 ヤ 囲

}7,782.6
87..4 402 14窃848 87.6 li

6 背 膏 幅 「13,.518.5 39:5 2.63 6.607.6 3g`4 2:`60

7 背 幅

「

1.!
t

34.714・20 5,730.ピ4 33.5 3.66

8 胸 幅 3,344.7 37.6

1

4.55 5,722.6 33.5 4.89

gr
'胞 の 厚 み(横 から測る)

1,-479.5 16.6
濫

1.38 2,317:4 16.8

i
1.57

10 飼 の厚 み
i

1,244.9114.O
l

1.21 2,472.914.5 1.46

i
11 腰 の 厚み ユ,760.3

i

ユ9.8
..

.3,350.9
炉

19.6 2.04

12 綴 さ鵬 から中指釧 一 匣9 3.71 11,556.9 67.6 3.71

駈

13 手の長さ②(肩 からひじ) 2>762.7 3i.o 1.64 5,299..9

1

31.0,2.241
14 手の蕚さ③(ひ じから手首)

、

2,070.8 23.3 2.96 3,925.2

t

22.91.71

15 手の長さ(4)<手 首か ら中指先) 1,570.8 ユ7.7 1.02 3,041.4 17.8 1.31

16 手首廻わり 1,326.5 14.9 0.81 2,518.8 14.7 0.57

1,7 尊廻わり(1)(中 央)
2,.774.4 31.2 i.ss 5,256.5 30.7

}

1...66

18

i
首廻 わ り(2)(上 部){2,87°.5 32.3 1.79 5,331.1 31.2 1.90

19 首廻わり㈲(下 部) 3;212.7 36.1 1: 6,0D2.4 35.1 2.37

20 首の長さ(1)(前 部) .: 8.6 1.23 1,459.う 8.5 1:39.

21 首の長さ(2)(後 部) 745.4 8.4 1.20 i,392.7 8.i 1:23

22 皮 下 脂肪(背 部) 127:'6 1.4 0.55 ・251 .2 1.5
'0.35

23 頭 囲 4,887.3 54.9 1.23 9,418.4 55.1 1.53

24 頭 の 輻(厚 み) 1,517.4 17.1 0.99 2,950.逸 17.3 o:7s

25 Rohrer値 11,072.0 125.8 1.ユ8 2,196.9 128.〇
一

1.84

26 フ リッ カ ー値 3,669.6 41.7 3.01 一i 一 冖i

※Rohrer値 ・ フ リ ッ カ ー 値 は....名 で あ る 。
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図1身 長の計測値 図2体 重の計測値

図3胸 囲の計測値 図4胴 囲の計測値
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図5腰 の 潰 6北 一 の量 漫

1図7背 幅 の計測値 図8胸 幅の計測値
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1図9胸 幅(横 断面…厚み) 図iQ膕 の厚み(胴 幅)

図11腰 の厚み(腰 幅) 図12手 の長さ(肩 から中指先まで)(1)
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図13手 の長さ(肩 からひじまで)② 図14手 の長さ(ひ じから手首まで)13)

L図15手 の長さ(手 首か ら中指先まで)(4)
図16手 首廻わり
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図17首 廻 わ り(1) 図18首 廻 わり(上 部)②

図19首 廻わり(下 部)③ 図20首 の長さ(前 部)
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p21首 の長さ(後 部)
図22皮 下脂肪

図23頭 囲 図24頭 の幅(厚 み)
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図25Rohrer指 数 値 胸 の 厚 み は平 均 値 ユ6.6cm(S・D謹

1.38)で,S.57年 報 値 よ り0.2cm減

少 して い る。

胴 の 厚み の¥/均 値 は14.Ocm(S・D

e1 .21)で,S。57年 報 値 よ り0.5cm

減 少 して い る。

腰の 厚み の 平 均 値 は19.8cm(S・D

=1 。88)で,S。57年 報 値 よ りわ ず か

0.3cm厚 くな って い る。

手 の 長 さ(肩 か ら中指 先 ま で)は 平

均 値69.9cm(S・D=3.71)で,S.57

年 報 値 よ り2.4cmも 長 くな って いる 。

手 の 長 さ(肩 か ら ひ じまで)は 平 均

値31.Ocm(S・D=1.64)で,S。57

年 報 値 と値 は全 く一 致 して い る(S.57

年 報 値 のS・D=2.24)。

手 の 長 さ(ひ じか ら手 首 まで)は 平 均 値23.3cm(S・D=2.96)で,S。57年 報 値 よ

り,わ ずか0.2cm伸 び て い る。

手 の 長 さ(手 首か ら 中指 先 ま で)は 平 均 値17.7cm(S・D=1.02)で,S.57年 報 値

と,値 は 全 く一 致 して い る(S.57年 報 値 のS・D-1。31)。

手 首 廻 わ りは平 均 値14.9cm(S・D=0.81)で,S。57年 報 値 よ りわ ず か0.2cm伸 び

て い るQ

首 廻 わ り(中 央)は 平 均 値31.2cm(S・D-1.86)で,S.57年 報 値 よ りわず か0.5cm

伸 び て い る。

首 廻 わ り(上 部)は 平 均 値32.3cm(S・D=ユ.79)で,S。57年 報 値 よ り1.1crnの 伸

び を み た。

首廻 わ り(下 部)は 平 均 値36.1cm(S・D=2.08)で,S。57年 報 値 よ り1.Ocmの 伸

び を み た。

首 の 長 さ(前 部)は 平 均 値8.6cm(S・D=1.23)で,S.57年 報 値 よ りわず か0.lcrn

長 い 傾 向 を み た。 ・

首 の 長 さ(後 部)は 平 均 値8.4cm(S・D-1.20)で,S.57年 報 値 よ りわ ず か0.2cm

長 い 傾 向 を み た。
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皮下脂肪 は平均値1.4cm(S・D=0.55)で,S。57年 報値 より0.1crn減 少 した。

頭囲 は平 均値54.9cm(S・D=1.23)で,S.57年 報値 よ りわずか0.2cm減 少 して い

る。

頭 の幅(厚 み)は 平均値17.1cm(S・D=0.99)で,S.57年 報値 よ りわずか0.1cm

減少 して いる。

Rohrer値 は平均125.8(S'・D=1.18)で,S.57年 報 値 より2.2(S・D=1.84)

低 い値を示 した。

7リ ッカー値 は平均41.7(S・D=3。01)で ある。

即ち,今 回 の計測値がS.57年 報値 よ り値の上 った もの は,身 長,背 肩幅,背 幅,胸 幅,

腰の厚 み,手 の長 さ(肩 か ら中指先 まで),手 の長 さ(ひ じか ら手首 まで),手 首廻 わ り,

首 廻 わ り(申 央)首 廻 わ り(上 部),首 廻わ り(下 部)で あ る。又,今 回の計測値

と,S.57年 報値 と一致 しだ もの(差 のみ られ なか った もの)は,手 の長 さ(肩 か らひ じ

まで)と,手 の長 さ(手 首か ら中指先)で ある。今 回の計測値がS.57年 報 値 よ り下 っ

た ものは,体 重,胸 囲,胴 囲,腰 囲,胸 の厚み,胴 の厚み,、皮下脂肪,頭 囲,頭 の厚み

Rohrer指 数 である。先ず,S.57年 報値 よ り計測値の上 った ものか らみ ると,身 長 にっ

ては,S.54年 度値,S.55年 度値,56年 度値(以 上 を57年 報値 とよぶ)か ら伸 びの推移

をみ ると今後 も値 は伸 びる傾 向が続 くもの と考 え られ る。次 に背肩幅,背 幅,胸 幅 は,

いずれ もわずかなが ら伸 びてい るので骨格 が横拡 が りの傾 向をみせ たことに なるが,値

の伸 びの少 ないことか ら無制 限に横拡 が りは しない もの と推察 され る。腰の厚み にっい

て は,胸 の厚み,胴 の厚 みが下 ってい ることか ら,0.3cmの 伸 びを問題 にすべ きではな

い し,今 後 は,む しろ低 下す る傾 向をみる もの と推察 される。手の長 さ(肩 か ら中指先

まで),手 の長 さ(肩 か らひ じまで),手 の長 さ(ひ じか ら手首 まで),手 の長 さ(手 首

か ら中指先 まで),は いずれ も,わ ずかなが ら伸 びて い るが,こ れ らは身長 の伸 び と同

じ傾 向 を示す ものであ り,今 後 も手 の長 さは,い ずれ も,わ ずかなが ら伸 び る傾 向 をみ

るで あろ う。手首廻 わ りは,や や伸 びてはいるが,い ず れは,体 重,胸 囲,胴 囲,腰 囲,

頭囲,頭 の厚み,皮 下脂肪,Rohrer値 にみ られ るよ うに低 下 の傾 向 を 示す もの と推察

され る。 これ に対 し,首 廻 わ り(中 央,上 部,下 部)は,今 後 も伸 びをみ る傾向 を示す

であ ろ う。殊 に今回の値 では,首 廻 わ り(上 部… …延髄 部位)は1.3cmの 伸 びを示 し,

首の太 さは即 ち,ス トレスへの耐性 の大 な こと も予測 され る ものであ る。次 に首 の長 さ

(前 部,後 部)は,や や伸 びてはい るが値 はわずかで ある。 しか し,身 長,手 の長 さの

伸 びにみ られ るように,一 連 の骨 の伸 びの傾向を示す もので ある。最 後に,フ リッカー

値41は,か な り早い反応 時間 を示 している。即 ち,Sabjectsは,体 型 は長身,や せ型,
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横拡 り(肩 幅,背 肩幅etc… …),厚 み はうす く扁¥/と な り,首 は太 く,ス トレスへの耐

性大 の傾 向を示 した。又,刺 戟 に対す る反応 時 間は早 く,環 境への適 応を追求 す る姿 と

み るべ きであ ろう。

結論

人体 の骨 か ら骨 へ と精密 にマルチ ン人体計 測器を使 って計測 し,又 栄 研式皮下脂肪計,

柴 田化学器機 工業K・K・双 眼式 フリッカーで計 測 した値 を第1報(1982)を もとに検討 を

加 え ると,S.57年 報値(1982)よ り値の上 った もの は,身 長,背 幅,胸 幅,腰 の厚 み,

手 の長 さ,手 首廻 わ り,首 廻 わ りであ った。又,S.57年 報値(1982)よ り値の下 った も

の は,体 重,胸 囲,胴 囲,腰 囲,胸 の厚み,胴 の 厚 み,皮 下 脂 肪、頭 囲,頭 の 厚 み,

Rohrer値 で あった。即 ち4S.57年 報では,Subjectsの 体格 は,骨 の伸 び(身 長,手 の

長 さにみ られ る)に 示 されたよ うに,細 身で長身 にな り,同 時 に,扁 平(背 肩 幅,肩 幅,

胸 幅 は伸 びてい る)で,ス リム(体 重,胸 囲,胴 囲,腰 囲,胸 の厚み,胴 の厚 み,皮 下

脂 肪,Rohrer値,頭 囲,頭 の厚 みは値が下 って いる)に な り,厂 ゴキ ブ リ型」化 の傾 向

をみ たようで ある。又9首 廻 わ りは太 くな り,ス トレス耐性は大になる傾 向を示 しsブ リ

ッカー値 も41と,早 い反応 時間を示 している。 これ らは,現 代環境へ の適応 の姿勢 を示

す ものであろ う。
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